
76.再び守山市金ヶ森西遺跡、

出土の石製模造品について

守山市三宅町 'fEヶ森町一衛に広がる金ヶ森西法制:

は、古墳時代前期から鎌倉時代まで断続的に営まれた

大集滞納lであるが、昭和53年以降 3ヶ年にわたって、

湖南中部流域下水道工事に先立つ発械部il1f.を築地し、

その災態がかなリ明らかにな うてきた。 このうち埼玉遺

跡の一つの特徴とみられる滑石製敏治品については、

さきに本Z志に紹介したところであるが{注11その後、以

下にみるごとく、相次いでこの検の泣物の出土をみる

ことになった。そこで博ぴ、その慨袈を報告するとと

もに、若干の考ー祭を試みてみた@

1 t:tm.布製のt先進鋭である。後5.2cm、島fさ1.2cmの

阿板に、 i匂さ O.8cmのツマミをf!JIJり:l¥す。ツマミの附

11m古、ら、後 0.6cmのJ'tiiIlするP:J干しを穿ち、上lliit主税い、

カッ !-ifuを桟す。下而{まγ年にみがかれ、名 }J向の;D司

守'，Hiiがみられる。

*品 1.1:発猟i制査による 1~1土品ではなく、 1ì'i: ヶ森凶i立

跡の昭和53年度iVo~1t地点の燐~安J也で、ヨ担昭和55Æf- 2月

水路術削がなされた|祭、大iitのご仁i恨の散布しているの

を発見された、守111市三宅i町の三品定縦氏が、土昔話と

ともに採集されたもので、同町の航・江泌が;郎氏を通 じ

て、守山rIi教育委丸会にもM.1Bされた.!il， 2 )昭和53年度

の調貨では、古島1時代前JUJ後半の土総を大tftに含む水

路を検出しており、ォー;品とともに終身5した土総も、大

半が布綿式に通有なものであリ、 4~，\'Ioもかかる年代に

泌するものとみら札る。

ところで、この位の遺物の出土tJ:、以下においてこ

れまでに知られておらず、本例を初見とする。 この怖

の泌物心、実用品て。はなく、告書紀用具として使用され

たとみられ、多くのま絵手半終踊E治則:におい て出土し てい

る。liI，3) 本立t~ドにおいても、かつて資の中に入っ た小

I~~珠文鋭が発!.!.され、 Oß祁53~1変調布においてむ、大

小 4 点の 101-ヲし問板が、占J'Il時代']lîJYIの水路r，J)~11から:l:l

ニlニしておリ、後述するように、 111::1手1154年1支部IJftにおい

ても、古JIt時代前JYIの水路上府より、有干し円板 1点の

出土が知られ、ヨドill跡、の~寺災な1''1:絡をJI.!めて隙認しう

るのである。

2 

2は、 l唱fLl55年 3FJに災地した、 1(;:ヶ認証街地、幼:の第

三次調11:において、 i立跡を束からimへi・1・流するとみら

れる水路上!日より発凡されたむので、 Jてillの模造鋭:il

土地点;の」ヒ70m余、 53年度潟1f:に必ける出土地点の北

120m付近にあたる。十社布製の双孔同級で、径 3.1c冊、

!日さ 0.3cmとやや大明で、中央に仔;'0.15cmの小1111しを

ニヶ所に穿っている。I，fljifiiおよび側lfiiは、 1;1'ぱ一定 )j

11，)か ら仰f)おされている。4.:，Ii'，f， 1也の 出 ・l二f~J と同隊、 11i

WI式 と みら il るゴ二日ii:lrFと i下出しておリ、 r~'Jftu寺代前JYJ

後半代に比定しうるであろう 。

{Jtヶ誕祭西i立働:では、これまで尖絡した三次にわたる

;lJ.¥1従て¥束尚流する水路50本余をは じめ、 l校穴IEI丙.111:

数練 .~M立住建物 ・ 土l腐のほか、多数の ピッ トを検出

し ている 。 水路の大部分は IÎ?~*~告で、その年代も占

墳時代TlijJ切から~:(JI時代におよんでおり、又、 13担11時

代rjiJmJとみらiLる峨穴住府祉をはじめ、大部分のi立仰

はかなり I~IJ ・予されており、長期!にわたる野洲川のi[!.ì慌

のl夜!kを物J寄っている。今回出tのものも含め、これ
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までに出土したイ1製模造11'1，1:、1終i容の周辺部ではなく

はぽ中心に近いところで発見されて必り、』長i為内の水

路近辺でかかるf持層巴が挙行されたことがf.iJえ、祭旋の

あ 1)}jをポ唆する bのと，lえよう .

3 
石却怯i孟ぬの出土例1:、以内においては比較的少な

く、従米においては、大ilt，li天神山祭最巴遺跡で同形石

村か、 (rH 来JliIJ新聞 2号.tnの北irH帯より双ヲLI司板 l

点(，t51大iIt Ili湖沼~I関係遺跡でhHL問板 7 点、 t単詳孔問

似 2λ，1.1ム 脅剣lリl川庁形3訂品， 2λに 勾h.己3ふ，点 .1川6)"i苛守τ山市H服R剖郁i通逃2跡で

双4孔L剣形仏 1.1'. 

1点などのl山11よが知rら>tれLるのみであつたが昭初5臼2J年宇皮

に泌4住Eさtれlt，たニマ勺)'1山Iμl'市Irl帰稀鮒lf'i符守引l刊H見収Ii泊立糊跡:においてイ布fイ孔L円桜1日18

点、勾‘Id2点、脅IJ形，¥I，18.... :O:>j:ど多此のHl七をみた。{評判

しかむ l ，iJ.ì1ï~では、ぷ製品めはか、チ ''1 プ ・ 旅行や、

玉作工))Jとみられる殿火!J:J，IHIb')<検111されておリ、そ

の性絡がれ:11されている.したがフて、本遺跡発見の

お製総m品についても、帰Jf'imJUmv事例との比較倹討

が必:裂となるが、攻作のところ、 f~ê係的に両者の共通

性を示す，証拠はないようてあり、今後の倹討がまたれ

るところである とニろで、然記m跡をまつりの対象

から分lCiした大助符雄氏は、(1)自然物を対象とする祭

配(山岳 ・むイi. iNJili . i修正.¥.樹木浮上 (2)市役の境内

および関係地の名古成、 (3)m~\に付属する TA使、 (4)住居

に付栃する然記の附"をあげておられる 則的これか

らみれば、日本遺跡の場介、(1)のn然物、なかでも氷の

(，1仰にかかわるものであることはtnl途いな〈、ニの径

の然厳:のいくつかの例から併して、まつり終了後、水

中に投1医されたものと忠われる.水の日仰は、 3うま

でもなく、米稲川作にi家<1対必ずるものであり 131かな

収般を祈リ、作まつりとして行われるのを常としたよ

うである.Ijf川しかしながら、-1>:;立跡でなされた rま

つリ」の以.'!4>:(I(jなあり )jli、依然として不IUIと冨・わざ

るを仰ない， (大t.!HJ弥)

舎一審
2 
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77.守山市幸津川町下新川神社

保存の土器について

はじめに

守山市の北部、野洲川の南北ニ流にはさ まれた中扮|

地区のほぼ中央、新~lJ'洲川政水路の友停にさ争津川町が

ある。 γ度、市立製磁文化財センターの対俗である。

集落の中緩に銀座する下新川神社は市内で数少ない式

内社で、毎年5月4・5の両日、 I党内及び集j存の1均に

おいて行われる r~乏刀i'lliJ rrすし切リまつ 1)J lt~県内

の詩~i'fとして悶安n されていると J二ろである。この無}移

民俗文化財の記録保存調査にかかわり、 IIllfll 55年織夏

に同事t祉の所蔵文設の虫干しがなされ、その際に以下

記すと ζ ろの遺物が発見されたのである。この似管に

ついて、地元の神社氏子総代やはi!t新の方々に~J五m を

l刈いたが、.1;:'附知っておられる方はおられず、隊Aし

た出土f場所を匁lるに:;ffらなか った。ここではその概裂

を報作し、あわせて出土当H寺をさぐる ζ とにした.

われている。色樹はちゃ色をおびた灰黒色である。

量産2 口径14.4cm、総高 2.4cmて・w灰色を皇す。外上

方に鍛くのびる口縁と司Z.ttl.な底部である。内面{ま

横撫て¥外商は口縁部lま償燃で、底部は粘土級痕

が桟り鯛縫不良である.

士平6 口径11.6cm、総高 5.4cmで賀補色を~す。ゆる

〈内1'11した底部から口縁にかけて大きく内伶して

のぴる。ロ縁部はやや尖りぎみであるが、全体に

ぷ厚〈、 H古土{立砂粒が多〈混入する。

!l4 口径13.0cm、若是正当11.8cmでちゃ織色を塁す。口

級官術部lま三角形状に内にのび、口線はわずか外反

する。休部は球}彩よりもやや脈iが綴る形状である。

口総内外は指横換で、イ本部は上位が縦方向、下位

はハケをぬiした後にへラ削り、低音J~はへラ削りが

みられる、 l勾T而lま斜め方向の翁11かいていねいなハ

ケ自側主主である。

きて、この裂に盤l!Jされている人面を紹介しよう 。

図に示すように、胞から6るまでは一本に述なリ、中で

liiだけは、意図したものかどうかl列|僚でないが、上に

はねたと思われるのが2ヶ所みられる 。ぬ端'i不明日続

である。自はJ佐右1111"問じ形状で持.1 白書I~分もお1 き、向

かつて右の自が上にゐる。ロはやはワ:不明日夜で左半は

統みとれない。一見、大きな口で一部備を姉き出して

いるかと忽われる線がみえる。羽li姉、、ていない.そ

して、人 ITJÎ に 1(')かつて右II!IJ に J設，I~文字が 2 ヶ所みられ

る。制 ilJliiff.担、 ili週、治咽とれられ、布IIllJliO幼

l疋とみられる。

2 

以上のほかにらう 一点、 rU介11殺のごl二協が日IJの場所

{二f呆官・されていた(5 )。 そこでこれらのものが、どこ

て'/B:i:したのかという疑1mが起こ って くる。この土日誌

が収納されている件~.wiの'1 1 1こ IリJ ifi4211'.とi昭和 311'.の新

聞のあ 勺たことがヒントになるのではなかろうかと 4・

えた.つま 1)、土昔話が包裟されるl時に数十年前のもの

を使用する可能代:が少ないことから、昭和 31手前後、

19hfi42iドrj1ji去の 21illにその，'ILI.:II半期lを巧・えてよいであ

ろう 。この場合、 lリJifi42il三以前 として、 111-1二した時刻!

と場所についてみると、 19J ifi291f.の少し後がイi1Jとな

る 。 この明治29.1'ドには i却i悶史上、 11;;大のiJ~水 、 F止水，l己

S告があり、 rt洲地区をはじめ、かなりの純l件|にわた ゥ

て 412水があ っ たニとが伝えられて いる 。 この後には~I I

2E!の土砂の Jlk.f~tがあったと 忠われ、j;Jt-J也の復 Jl; (二日夜

件~J絡に収められていた j古物は 4 .'~X あ っ た o an恐慌2 )辺氏が勿}Jしたと訊られる。このMHl!!l反111作業はJJU古11

点(盗、量生 ) 、土飼i総 Z 点(係、終)である。 j立幼;の ~~~~i議代でゾミに正路な復J己を行ったことが匁1 ら

重量1 ~~尚 12.1cm、口径lO.2cmの小唄蛍である。口絞 れた。収仰の水路{まIIJJifi当11与のそれを絞殺した Lのと

部は外而にH巴j写させてお リ聖(i古都にかけて外反 して みられるが、その水怖の ド!りに従良時代末期の水路が

いる。堅ri古都下半及び{本部にかけてカキ目制緩が行 験:11されたのである。 ζのj祢1''1にli多i止のi立物が含ま
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tι、水筒、 ID世U:日品、銅銭がみられた.そこで、その れるのは人耐也.'.1=の他に文字が2ヶ所みられることで

払iJiーから白うと 4れらのi立物lj中洲地IX:一僚に、地行 ある.問中氏が鰍貸さ iLた26例小に他の喰;'}1:殺を1'1'

された条1ft伽!の地;切を、'9Jifi291fの少し後iニ、復旧す 出しているとのd己i主があるが、lOiJ一例体に文?と人I甑

る際に出土したものではないかと4rえられるのである. が記入されるのは少弘・いようである.ただその明。文

きて、滋i'~人 Ifõ 1:?~ Iよ県内て初IClJではないかと忽わ 字が不明瞭なので、人前iと(OiJぬに鮮かれた芯;閉が判然

れるが、 rnrl'~寺弘氏が鎗じられたすE科を苦言巧・にすれば、 tしないのが残念である た1.;、河川iに流されるのが

111上地は水に関係しにi削憶が多〈、翌奈良時代には河川 目的としてrjlJj{コパ内かれ、て]I'JJJむとi'fかれるのは

と人工i品、・1(1<:時代に Ij和IJ111・1t-戸が多いとされてい 何自主なのだろう 。発見されて完干子する土総にd人rfiiし

る 。 ~形む広Ll111が河川で、それ以外がi"J'11、人工潟、 か~かれていないとすれば、呪文や文学などは他の縦

Jt:r.iで多いとされ、文l拭などを参!{日して、疫病紳除け (木簡)に占いて流したのではないのか

の占式のl況術的行為と々えられている 本例で将笠さ ( IIJ曲者党ニ ・自由な 泌 ・i，'t水fIf;Y，・山削減否}

3 
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